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第３章　食に関する指導に係る全体計画の作成

１　食育全体計画の必要性

　　学校全体で食育を組織的、計画的に推進するためには、各学校において食に関する指導に係る全体計画

（以下「全体計画」という）を作成することが必要である。

第３編　「食に関する指導」編

　・「食育全体計画」は、全職員がチームとなって実施するための計画

　・校長のリーダーシップのもとに作成

組織的・計画的な
実施

教職員の共通理解

学校と家庭・地域等
の連携

　・校内で「食育推進組織」を設置する。
　・「食に関する指導目標」を達成するために「いつ」「誰が」「どの
ように」行うのかを明確にする。

　・チーム学校として全職員の協働で取り組む。

　・児童生徒や保護者、地域の実態を明らかにする。
　・全体計画を作成する必要性を全教職員で共通理解を図る。
　　⇒法的根拠を明らかにしておく。

　・家庭や地域との連携により、学校給食や食に関する授業が豊か
なものになる。

　〈法的根拠〉

国の第３次食育推進基本計画（平成28年３月）

　食に関する指導の時間が十分確保されるよう、栄養教諭を中心とした教職員の連携・協働による学校

の食に関する指導に係る全体計画の作成を推進する。

学校給食法第10条

　校長は、当該指導が効果的に行われるよう、学校給食と関連付けつつ当該義務教育諸学校における食

に関する指導の全体的な計画を作成することその他の必要な措置を講ずるものとする。

学習指導要領

・小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領（平成29年告示）第１章総則第５の１のイ

・特別支援学校学習指導要領（平成29年告示）第１章総則第６の１⑵

・高等学校学習指導要領第１章総則第６款１款イ

　教育課程の編成及び実施に当たっては，学校保健計画，学校安全計画，食に関する指導の全体計

画，いじめの防止のための対策に関する基本的な方針など，各分野における学校の全体計画等と関

連付けながら，効果的な指導が行われるように留意するものとする。
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２　全体計画作成の手順及び内容

⑴　実態把握

⑵　学校における食育の推進状況に関する評価指標の設定

　　児童生徒の食に関する課題解決に向けて、食育推進の評価指標を設定する。

⑶　食に関する指導目標の設定

　ア　学校で実施している既存の「食に関する実態調査」や教師の観察などに基づいて「体力や学力」

「健康状態や体格」「食習慣」「態度や意識」などの観点を整理する。

　　　児童生徒の課題を明らかにし、児童生徒に育成したい「食に関する指導の目標」を設定する。

　イ　学校評価や保護者アンケート、学校運営協議会等での食育取組状況の協議により、保護者や地

域の実態を明らかにする。

　ウ　次のような取組状況を評価し課題を明らかにする。

　　・食育全体計画等に基づいた授業の実施状況

　　・地場産物を活用した献立や栄養管理に配慮した献立の作成状況

　　・適切な給食の時間の設定等、環境整備に係る内容

　　・給食の時間、教科等における指導及び個別的な相談指導における教職員間の連携状況等

　〈設定方法〉

　ア　学校の教育目標や児童生徒の実態調査の結果に照らして段階的に設定する。

　イ　六つの「食育の視点」を踏まえる。

　ウ　食に関する自校の教職員、組織、家庭・地域の実態に照らして、課題を生み出している原因の

中から、課題性（自校の食育を推進するために改善しなければならないことは何か）、緊急性（す

ぐに改善しなければならないことは何か）、方向性（教職員が食育推進のために実践することは何

か）の観点から焦点化して評価指標を設定する。

　ア　学校

　　　　学校の教育目標を受け、各学校は育成を目指す資質・能力を踏まえた食に関する指導目標を

設定する。六つの「食育の視点」を位置付けて設定することが重要である。

　イ　各学年

　　　　各学年の児童生徒の実態や発達の段階などを考慮して、自校の食に関する指導の目標に基づ

いて設定する。

　　　・低学年…基本的な生活習慣が定着するよう、適切な題材を設定する。

　　　・中学年…問題を自分のものとして真剣に考えることができるようにし、具体的な解決方法や

目標を決めて、一定の期間継続して努力できるように設定する。

　　　・高学年…食育などに関する悩みの解消などを重視したり、自己の問題について真剣に受け止め、

自己に合った実現可能な解決方法を決めたり、目標をもって粘り強く努力できるように設定する。

　　　・中学校…小学校の段階で生徒が、どのような食育を経験してきているのかを小学校と十分に

連携を図り、情報を収集して、生徒のこれまでの学びの上に目標を設定する。
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⑷　食に関する指導の全体計画①の内容について

⑸　食に関する指導の全体計画②の内容について

　ア　幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園と小学校、小学校と中学校の間での連携に関する方

針等の記載に当たっては、食に関する指導について校種間等のつながりを意識することが大切で

ある。

　　　・小学校…近隣の幼稚園、保育所、幼保連携型認定こども園での幼児の食生活の実態や、食に

関する指導により幼児がどのように育ってきているのかを十分に把握してから、食に関する

指導の全体計画を作成する。

　　　・中学校…小学校までにどのような「食に関する指導」が行われてきたのか、その結果どのよ

うな資質・能力が育成されてきたのかを理解した上で、中学校における食に関する全体計画

を作成する。

　イ　地場産物等の活用

　　　「地場産物の活用」については、学校給食に地域の産物を活用することによって地域の食文化や

産業、生産、流通、消費など食料事情等について理解することができるようにする。

　　　・低学年…自分の住んでいる地域で収穫できる食べ物に関心をもつ。

　　　・中学年…地域の産物に関心をもち、日常の食事と関連付けて考えることができる。

　　　・高学年…地域の食文化や食料の生産、流通、消費などについて理解を深める。

　ウ　家庭・地域等との連携

　　　学校での指導内容や時期等と合わせて家庭や地域で関連した取組を行うと効果的である。

　　　・家庭や地域の生産者等の理解や協力を得られるように事前に連絡し、了解を得ておく。

　　　・学校と家庭や地域との双方向の情報交換ができるように工夫した給食だよりを発行する。

　　　・栄養教諭と学級担任や教科担任とが情報を共有する。

　エ　全体計画の評価

　　　食育全体計画に基づいて、児童生徒への食に関する指導が計画通りに推進されたのか、学校給

食の管理、連携・調整がどの程度充実したのかなどについて評価を行い、その結果を次年度に生

かしていくことが求められる。

　ア　関連教科等の指導内容

　　　「食に関する指導の全体計画②」に示された各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時

間の指導について、小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領（平成29年告示）の総則に「学

校における食育の推進」がこれまで以上明確に位置付けられた。各教科等において、食に関する

指導を行うときには、関連する教科の内容を踏まえることが大切である。

　　　・小学校家庭科…家庭科の特質に応じて、食育の充実に資するよう配慮すること。

　　　　第４学年までの食に関する学習との関連を図ること。

　　　・中学校技術・家庭科…技術・家庭科の特質に応じて、食育の充実に資するよう配慮すること。

　　　・小学校体育科…保健の内容のうち運動、食事、休養及び睡眠については、食育の観点も踏ま

えつつ、健康的な生活習慣の形成に結び付くよう配慮するとともに、保健を除く第３学年以

上の各領域及び学校給食に関する指導においても関連した指導を行うようにすること。
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　　　・中学校保健体育科…内容の⑴のアのイ及びウについては、食育の観点も踏まえつつ健康的な

生活習慣の形成に結び付くように配慮すること。

　イ　特別活動の指導内容

　　　全体計画②に示された特別活動では、食に関する指導は主として、小学校学習指導要領特別活

動の学級活動⑵「日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」の「エ（中学校、高校

はオ）食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」で学習する。

　ウ　個別的な相談指導

　　　近年、肥満ややせ傾向、食物アレルギー等食に関する問題を有する児童生徒が見られることか

ら、健康実態を十分把握した上で、個に応じた献立の工夫や児童生徒及び保護者に対する適切な

指導や助言が必要になってきている。

　〈個別的な相談指導を行う場合の留意点〉　

　　　・給食の時間は、自分の健康のためにどのような食品をどれだけ食べる必要があるのかを実際

に食べて学習できることから、献立は指導にふさわしいバランスのよい献立でなければなら

ない。

　　　・学級担任等はグループに入り給食を共に食べながら、児童生徒一人一人の健康状態や個性を

観察し、必要に応じて個別に適切な指導や助言を行うことが大切である。

　　　・養護教諭等との連携や必要があれば学校医等、外部の専門機関とすぐに連絡が取れるような

校内システムを日頃から構築しておくことが肝要である。

〈全体計画作成手順（例）〉

①　関係教職員による作成委員会等の設置

②　全体計画の原案作成

③　各学年会や教科部会に原案を提示、調整

④　食に関する食育推進組織に原案を提示、調整

⑤　校長の了承・決裁

⑥　職員会議で校内教職員へ周知
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3 具体的な全体計画のイメージ 

(1)  食育全体計画① (小学校) 例 

 

  

３　具体的な全体計画のイメージ

⑴　食育全体計画①（小学校）例　【CD13、14】
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(3) 食育全体計画作成①(中学校)例 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶　食育全体計画作成①（中学校）例　【CD13、14】
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４　栄養教諭の役割

⑴　全体計画の進行管理

⑵　教職員の連携・調整

⑶　家庭や地域等との連携・調整

⑷　各種計画との関連付け

⑸　児童生徒の食生活の実態把握と活用

　○　各教科等の年間指導計画と関連付けを図りながら全体計画の原案の作成に参画する。

　○　関連付けた各教科等における指導内容、学習過程における「食育の視点」について関係教職員

に積極的に提示する。

　○　全体計画に給食管理の内容も位置付けていく。

　○　学級担任や教科担任等から、各教科等での食に関する指導に係る単元等の提示を促し、担当する

教職員間での検討や協議、校長、教頭、教務主任、研究主任等との連絡・調整等を行う。

　○　作成された全体計画の目標、指導内容等について、各教職員、調理員等が十分に理解し、それに

基づいて実際の取組や調理等を行う。

　○　栄養教諭は、教職員の連携・調整の要としての役割を果たし、これらの取組が円滑に進むよう

にしていくことが求められる。このため、日ごろから、学校という組織の一員としての自覚をもち、

校長の方針や学校の取組内容等について理解を深めるよう努める。

　○　当該の学校や域内の食育のコーディネーターとして、地域学校協働活動推進員等と連携し、家庭や

地域との連携・調整の要としての役割を果たし、これらの取組が円滑に推進されるように啓発等の

働きかけを行う。

　○　地域社会の一員としての活動を通して、家庭や地域の関係機関・団体、生産者等とのネットワーク

を構築していく。

　○　栄養教諭は、学校給食が各教科等と関連付けた指導が行えるように、給食献立計画、各教科等

における食に関する指導の計画の関連付けを行う。

　○　学級担任や教科担任が各教科等における食に関する指導で、学校給食献立を活用できるよう、献

立計画において当該献立の趣旨や地場産物の活用を明確に示したり、他の教職員に資料提供した

りする。

　○　児童生徒の食生活等の実態を把握し、課題を校長その他の教職員に提示する。

　○　児童生徒の食生活等の実態の把握に当たっては、校長の指導の下に、学級担任、教科担任、養

護教諭等と連携を図るとともに、学校医からも助言等を得る。

　○　把握した児童生徒の食生活等の実態についての情報は、全体計画の作成とともに日々の指導を

行う際にも活用する。

　○　食に関する個別的な相談指導においては、学級担任や養護教諭、保健主事、体育主任（又は部

活動担当）等と情報共有し、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、学校医、保

護者等と連携を図りながら対応していく。
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⑹　食育の取組事例等に関する情報提供

⑺　学校給食の現状や課題等に関する情報提供

⑻　複数の学校や共同調理場を兼務する栄養教諭の対応

５　特別支援学校における食育全体計画の作成及び指導上の留意点

　　特別支援学校の教育の目的は、「学校教育法第72条」に「幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ず

る教育を施すとともに、障がいによる学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能

を授けることを目的とする」と示されている。

　　特別支援学校における食に関する指導に係る全体計画については、本章１から４に準ずるとともに、以

下の点について留意する必要がある。

　○　日常から食育に関する新しい動向、地域等での取組事例、研究成果、各種情報の収集、把握に

努め、全体計画の作成及び全体計画を踏まえた指導を進める際、校長その他の教職員に対してそ

れらの情報を積極的に提供する。

　○　評価結果を踏まえて全体計画を改善する際にも、改善点を情報提供していく。

　○　学校給食の今日的な役割や学校給食を活用した食に関する指導の意義、教育的な効果等について、

学校内の教職員、保護者等に対して積極的に周知を図り、理解を得るようにする。

　○　栄養教諭は、勤務している学校や共同調理場における学校給食の現状を把握し、問題点や課題

について、校長その他の教職員に優先順位を付けて、分かりやすく情報提供したり、具体的な問

題提起を行ったり、さらには解決方策等についての提案を行ったりする。

　○　複数の学校や共同調理場を担当する栄養教諭は、本務校と兼務校のいずれにおいても、全体計

画の作成に積極的に参画し、中心的な役割を果たすことが必要である。

　○　普段から定期的に、担当する各学校の教育活動の状況等について把握するともに、校長その他の

教職員との連携・協力体制を築いておく。

　○　複数の学校や共同調理場を担当している栄養教諭は、全体計画の作成と合わせて、各学校にお

ける指導日の調整を行う。

　〈検討方法の例〉

　　ア　栄養教諭が中心となって本務校及び兼務校の教職員と作成委員会を組織する。

　　イ　作成委員会の場で栄養教諭が教職員に対して１年間の学校給食の運営、献立計画、食に関する

指導の方針を提示する。

　　ウ　各学校における児童生徒の実態に応じた重点的な食に関する指導方針を協議し、どの時期に

どの学年で何の教科等でどのような内容の指導を行うかなどについて検討、調整する。

　　エ　各学校の全体計画の作成が終了した際、作成委員会で再度検討し、各学校において栄養教諭

を活用した指導をいつどの場面で行うか調整し、決定する。
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⑴　実態把握

⑵　学校における食育の推進状況に関する評価指標の設定

⑶　食に関する指導の目標の設定

　　特別支援学校においては、幼児児童生徒（以下「児童生徒」という。）の障がいの重度・重複化、

多様化等が見られ、学部や学年、学級ごとに、食に関する指導の目標なども異なってくる場合が考

えられる。

　　全体計画を作成する際には、学級担任等や養護教諭、特別支援教育コーディネーター、寄宿舎指

導員等と連携し、必要に応じて保護者や主治医等の協力を得ながら児童生徒の実態を的確に把握し、

取り組むべき課題を明確にする。

　

　〈実態把握の項目例〉

　　・障がいや病気の状態や程度　・障がいの特性　・知的発達や身体発育、身体機能の状態

　　・学習上の配慮事項　・食べることに関する発達や経験の程度　・本人の願い

　　・本人の嗜好　・生活環境や生活習慣、生活リズム　・対人関係（マナー）の状況

　　・長所や得意分野　・コミュニケーションの状態　・家庭や地域の環境　・進路　等

　　評価指標の設定についての考え方は、小学校、中学校の児童生徒に対する考え方と基本的に同様

である。評価指標の設定は、評価の際にその実現状況が見極められるように、できる限り具体的に

設定する必要がある。

　ア　学校

　　　特別支援学校における食に関する指導の目標の設定に当たっては、幼稚園、小学校、中学校又

は高等学校に準ずるとともに、児童生徒の実態を十分考慮しながら、健康状態の維持・改善に関

することや食事をするために必要な動作に関することなど、自立活動の視点を加味して設定する

ことが必要である。

　　　また、保護者の要望や意向などを十分に考慮して設定するとともに、小学校、中学校同様、資質・

能力の三つの柱及び六つの食育の視点が入るように設定することが重要である。

　イ　各学部

　　　学校としての食に関する指導の目標を実現させるために、児童生徒の障がいの状態や特性及び

心身の発達の段階等を考慮しつつ、部ごとの具体的な目標を設定する。

特別支援学校の目的

自立活動

　　幼稚園，小学校，中学校または，

高等学校に準ずる教育を施す

　　障がいによる学習上または生活上

の困難を克服し，自立を図るために

必要な知識技能を授けること
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　ア　幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園や小学校・中学校等との連携

　　　入学前に作成された「個別の教育支援計画」等を活用し、個別の配慮事項や関係機関等で受け

ている支援内容などについて共通理解を図ることが重要である。

　　　入学後は、「個別の指導計画」を活用し、学級担任や養護教諭等と当該児童生徒の障がいの状態

等に応じて個別に必要な内容や配慮事項などについて共通理解の下、必要な指導や支援などを行っ

ていくことが大切である。

　イ　関連教科等における指導内容

　　〈特別活動〉（学級活動　児童会・生徒会活動　学校行事）

　　　給食の時間における指導では、給食の準備から後片付けまで、日々繰り返しの給食指導を実施

することで、指導の効果があがる。担任と栄養教諭等が協力し、同じ目的をもって実施できるよ

うにすることが大切である。

　　　教室訪問や食堂・ランチルームの活用による食に関する指導は、給食を前に実施できるため、非

常に高い効果が期待できる。

　ウ　学校給食の関連事項

　　○　食文化の伝承や行事食、旬の食材

　　　　視覚支援・音声機器の使用等、様々な障がいに応じた対応を心がける。

　　○　地場産物等の活用

　　　　児童生徒の自宅のある地域の産物などの活用・紹介、産業や農業に従事している方々との交

流やお礼の手紙のやり取り、学級園や高等部の農耕園芸班等で育てている野菜の学校給食への

活用などにより、地域の産業や食文化への関心をもたせたり、感謝の気持ちを抱かせたりする

効果がある。

　エ　個別的な相談指導

　　　特別支援学校では、個に応じた適切な指導や支援が求められていることから、個別の指導計画

に基づく指導が行われている。

　　　児童生徒一人一人の食に関する指導の目標や内容についての栄養教諭としての視点も、個別の

指導計画に盛り込む。

　　　個別指導には、学級担任・栄養教諭等・養護教諭・寄宿舎指導員、あるいは特別支援教育コーディ

ネーターやスクールカウンセラー等との連携とともに、家庭での協力や実践が不可欠である。全

体計画においては、個別指導に関する方針や項目を掲げておくことが必要である。

　オ　寄宿舎との連携

　　　寄宿舎指導員と連携を図ることにより、学校における食の指導と寄宿舎における食の指導に一

貫性をもたせることができる。

　カ　家庭・地域・事業所等との連携

　　　栄養教諭等が保護者懇談会や支援会議等に参加して食に関する指導について情報提供するなど、

関係者と連携することが大切である。

⑷　食に関する指導の全体計画の内容について
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⑸　全体計画を踏まえた、食に関する指導を推進するに当たっての留意点

　　特別支援学校において、全体計画を踏まえた効果的な指導を進めるためには、児童生徒の実態に即して、

生活に結び付いた学習活動や、児童生徒が見通しをもって、意欲的・主体的に取り組むことができるよう

な学習活動を行うことが大切である。

　・個別の指導計画との関連を図った指導を行う。

　・各教科等の指導や自立活動の指導を行う場合は、食に関する全体計画に示された食に関する指導

内容との関連を十分に図る。

　ア　視覚障がいのある児童生徒についての指導上の留意点

　　　視覚障がいによる食経験の少なさを補い、食べる喜びや楽しさを経験する機会を増やすことが

必要である。給食に使用されている食材について話したり、触覚、臭覚、聴覚、保有する視覚を

活用したり、観察や体験をしたりすることを多く取り入れるとよい。

　イ　聴覚障がいのある児童生徒についての指導上の留意点

　　　聴覚障がいのある児童生徒の場合、音や話し言葉が聞こえない・聞こえにくい状態にあるため、

絵や画像、動作など視覚的に分かりやすい教材の活用や他の感覚を活用しての指導等を取り入れ

るとよい。

　ウ　肢体不自由のある児童生徒についての指導上の留意点

　　　自分に合った自助食器を使って食べることで、食べる機能や意欲が高まる。その児童生徒に合っ

た食形態の工夫や事前の口腔のマッサージ、言語聴覚士など、専門家の診断や助言に基づき、食

形態や指導方法についての検討を行うことが重要である。

　エ　病弱者である児童生徒についての指導上の留意点

　　　児童生徒の病気の状態によっては、学習時間や活動内容に制限や配慮が必要な場合があり、学

習活動を行うことで心身へ負担をかけないように、主治医の診断や保護者からの情報等も考慮し

ながら、指導計画を作成する。

　オ　知的障がいのある児童生徒についての指導上の留意点

　　　机上の知識や技能は断片的になりやすく、実際の生活の場で応用されにくいので、学校や家庭

生活に直接結びついた具体的な活動を中心に学習できるように配慮する。また、「視覚的」「具体的」

「肯定的」に伝えるようにする。
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⑹　食育全体計画①（特別支援学校）例　【CD13、14】(6) 食育全体計画①(特別支援学校)例 
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〈参考「食に関する指導の手引　−第二次改訂版−」　文部科学省　平成31年３月　Ｐ35～Ｐ73〉

【
C
D
17
、1
8】
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